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はじめに

前回のヴェルレーヌ論（1）の結論で述べたように、フォーレは、たとえそれ

が大詩人の作品であろうと、自分の音楽との幸せな婚姻関係ができるまで原詩

を思いのままに変更した。そのために詩の文学的価値を損なうことにも意を介

さなかった。それに対して、ドビュッシーは原詩に手を入れることなく、様々

な音の組み合わせにより自分の音楽世界を追求した。前回は、ヴェルレ｝ヌの

詩による歌曲のうちの習作時代のヴェルレーヌの詩集『艶なる宴』による歌曲、

及びロ｝マ賞受賞により、ローマのヴィラ・メディチへの留学を経験し、帰国

後に作曲したヴュルレーヌの詩集『言葉なき恋歌』による《忘れられた小歌》

（1888）について述べたが、ここではそれ以降のヴェルレーヌの歌曲ならびに、

そのほかの象徴派詩人の詩による歌曲について述べる。ルイス、マラルメ等の

詩による作品群のうち、今回はルイスについて述べ、マラルメはつぎの機会に

ゆずる。

ドビュッシーはあくまでも詩人の作品を尊重し、そこから自分の音楽を創り

出して行く態度をとっているとはいえ、音楽的側面の見解を省いてドビュッシ

ーを論じることは危険である。したがって、前回同様、共同研究者として九州

芸術工科大学の栗原詩子氏のお力添えをお願いした。

‡．ヴェルレーヌ PaulVe＝aine（1844－1896）（承前）

ドビュッシーは（忘れられた小歌）を完成させたが、つぎにヴェルレーヌの

詩による（三つの歌曲》（1891）を完成するまでに、同時進行でかなりの作品

を作曲していた。管弦楽曲付合唱曲《選ばれた乙女》エα 加椚0ねgggg 励びβ

（1887－88）、管弓玄楽曲《春》丹才乃おチゆS（1887）、ピアノ曲《二つのアラベスク》かβ伽ズ

A紹ゐβ5ヴ㍑βざ（1888－91）、（ボ｝ドレールの五つの詩》αプ7す劫～∽β5 dβ αα〟β5

βα㍑dβgα才γβ（1887－1S89）、《夢》月∂がβγ去g、《舞曲》（ステイリーのタランテラ）かα乃5β

（乃柁乃ねgJβ5砂γgg乃乃g）、《バラ｝ド（スラブ）》βαgぬdβ（Slave）、《ロマンティック
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なワルツ》抱ねg和∽α乃軸㍑β、〈眠りの森の美女〉エα月gJgβαα∂0才ざdo乃乃α乃f［イス

パ詩］（以上1890）、〈みつげの鐘〉エβぶAプち酵〟5［ル・ロワ詩］、〈庭の中で〉βα邦5

gβカ招わ子［グラヴォレ詩］、《二つのロマンス）ββα∬劫椚α乃Cどぶ［ブルジェ詩］、《艶

なる宴》（第1集）邦おざ卵Jα乃おざⅠ［ヴェルレーヌ詩］（以上1891）、《マズルカ）

肋zα柏α（1891？）、《ベルガマスク組曲》S㍑gね∂βプ耶椚αざヴαβ（1890－1905）である。

《艶なる宴》についてほ第2集と併せて検討するために、ここではまず、《三

つの歌曲》からはじめる。

⑳ 《三つの歌曲》謂α拶虚雌（柑91）

原詩は『叡知』物5ざどのⅠⅠⅠによる。『叡知』のⅠ、ⅠⅠに比べて、ⅠⅠⅠの作曲

例が多いことは際だっている。宗教的なテーマが際だっているⅠが歌曲として

作曲するのが容易でないことは類推できるが、理由はそれだけでをまないであろ

う。今後この理由を追求したいが、ここでは事実だけを提示することにとどめ

る。ドビュッシーの《三つの歌曲》の全曲とも、『叡知』ⅠⅠⅠに原詩を見つける

ことができる。

なお、以下の3曲に関して、詩に関しては注（1）に示したテキストを使うが、

参考としてGamier Frとres版（本文の中でぼ－Robichez版－－とする）も参照する。

音楽に関しては以下のA，思，Cの3冊の版を使う。手書きの原稿での調査まで

研究は今のところ進んではいない。しかし、音楽をま演奏者が演奏することによ

り完了するのであり、文学書や美術作品のように読者や鑑賞者の視覚に直接提

供できるものではないので、手稿の研究を省き出版された譜面の比較だけでも

充分にその目的を果たせるものと思い、以下分析を試みる。

《三つの歌曲》の構成

1．〈海はさらに美しく〉 Lamerestplusbelle

2．〈角笛の音は森へ向かって悲しげに響く 〉Lesonducors－a瓜geversles

bois

3．〈垣根の連なり〉 L－さcbelonnementdeshaies

参照した楽譜

A Debussy，4350プ節々γが0ブcgα乃d〆α乃0，InternationalMusiccompany，New

YorkCity．

B βg∂α5甲β才Sどぶ脚od才どぶαuvrescompl色tes2（original）『ドビュッシ｝歌

曲集』全音楽譜出版社
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C Debussy，乃去ゆ50プ甥S，G．SchimeちInc．NewYork，1956．第2、3曲の

み

・第1曲
〈海はさらに美しく〉 エαA飽γeざり）J㍑5みβggβ

原詩は『叡知』ⅠⅠⅠの全20籍ある詩のⅩⅤの詩である。5音節6行詩、4詩

節から成る。ヴェルレーヌが「詩法」Aγf♪0♂方言ヴ㍑β（pp．326－327）｝で勧めている奇

数韻の詩である。脚韻に関しては本来のフランス詩法によれば1詩節に男性韻

と女性韻が交互にあるべきであるが、1、3詩節は女性韻、2、4詩節は男性

韻である。このような例はヴェルレーヌ以前の詩人にも見られるが、ヴェルレ

ーヌの場合、『艶なる宴』臓ぶGαお乃おざでは詩全体が、女性韻（「マンドリン」

肋プ7dβg才邦β）、あるいは男性韻（「ひそやかに」g紹Sβ㍑招才乃e）の例もある。

第1詩節は、はじめの4詩句の脚韻は、交韻b鍵（a），－r蔓担S（b），－dele（a），

－r垂垣S（b）と平韻一睡（c）の2詩句が加わる6行詩である。支えの子音は（a）の［b］
と［d］以外では同じ子音を使っている。また、詩句頭のLa m堅の［1］［5］＊の反

復、B些CeuSe［b望S¢z］とⅤ垣geにおける［Ⅴ由3］の近似音の反復などがある。

しかし、これ以降の詩節でこの平韻の部分はさらに興味深い形になっている。

第2詩節では、脚韻はd！坦S（d），迦Ⅹ（e），－d些S（d），－巧型Ⅹ（e）の交韻と一Si喧（f），

－te喧の平韻である。支えの子音も［r］，［d］，［t〕で、脚韻とgr些垣堅を加えると鼻

母音（半瀬音）と［d］（畳韻法）、およびd－en蛤tさも含めると、さらに同じ子音が

複数回出てきて、畳韻法の効果が見られる。ほかに［d］の無声音［t］はtous［7］，

Terrible［8∴Cette［11］にある。

平韻部分はimmensitさ［11〕とd！entete［12〕で、それぞれの脚韻は鼻母音を先

行させている。さらにd－entet色の前にはden［12］があり、鼻母音が連続して響

き、音韻の美的効果をなしている。

［r］，［d］，［t］はほかに恐ろしいイメージの語Terdble［8］，Gronder［10］，

courroux［10］に現れている。

3詩節目の脚韻は、一t垣竣（gり，－Ch些竣（g），－b些垣（g），Ch些堕（g）で4行にわ

たって同じ脚韻であるが、－tiente は他の（gトcb些堕や－h些垣とは対半諮音であ

り、正しくは二組の平韻とはならないが一応平韻扱いにしてある。

平韻部分は－ranCe（h）は、2詩句ともsansを伴っている。この部分では先行

lpau卜Verlaine，軌γ柁5♪0♂オ才ヴ㍑βSCO〝ゆ戊ね5de陥〟αオ乃β，Bibliotb色quedelaPl占iade，Gallimard1962．

（）内の数字および、以下各引用詩の最後の数字は同書の頁数である。
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する［s］（由［13］，量Ou幻e［15］）と共に、e旦pさrance［17〕，旦Ou鰍ance［18］は呼応し、

畳韻接が響く。

はじめの4詩句の支えの子音は［由岩］泌］でよく似た音であり、さらに、h蔓延隻

［㌫］では子音が消えている。半母音［頭首］からけ言］を経て［s］系の音が消えて

bante［㌫］に至る音の経緯に何か意味があるのか考えさせられる音の配置があ

る。

さらに、pat主望te［13］，とmech些te［14］の間にqu箪d［14〕が入り、対半諮普が

響く。

4詩節目の脚韻はc痙Ⅹ（i），Clairsq），bleux（i），Vertq）は交韻で、tOuS（k），nOuS

（k）は平韻である。C主野［軸］とbleux［bl¢］は厳密にいえば対半瀬音である。Clair

［20］とverとS［22〕の間にはairs［21］の半諮普が入っている。さらに、平韻のtous

とnousは3詩節目の平韻の前のsansと同様にqueが並ぶ。畳韻法が響く。

意味論的にはPlus queとMei11eure qtleの比較級の並列が興味深い。なお、

譜面によって句読点の違いがあるくらいで、言葉のレベルでの原詩との相違は

きわめて少ない。また、楽譜出版社の変更で、必ずしもドビュッシーが変更し

たはと考えられない場合もあるので、これ以後「原詩との相違点」として扱う。

さ壬ミ［］内の数字は詩句の行を示す。

ⅩV

Lamerestplusbelle

Quelescatb色血ales，

Nou汀icefid包1e，

Berceuseder会1es，

5 Lamersurqulpne

LaViergeMade！

Elleatouslesdons

Te汀ibles etdoux．

J－entendssespardons

lO Gronder ses cotl汀OuX…＊

Cetteimmensi縫

N－ariend－en縫tさ．

原詩との相違点

Lamerestplusbelle

…etdoux
A

…SeSCOurOuXニ
A‡葺
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Oh！sipatiente，

Memequandm色chante！

15 Unsou庁1eamihante

Lavague，etnOuSCbante：

《Ⅴ（）uSSanSeSpさrance，

MoほreZSanSSOu放・anCe！》

EtpulSSOuSlescieux

20 Quis－yrientplusclairs，

Elleadesairsbleus，

Roses，gnSetVeれS．．．

Plusbellequetous，

Meilleurequenous！

137

ゴvoussansespむance，

mourezsanssou鮫ance！と
B

EtpulS上SOuS… ÅB

Bournemoutb，77．戯d．pp．285－286

司ぐ
Robicbez版：…COurOuX．

［訳］海はさらに美しく
カテドラル

海は大聖堂よりも／美しく、／忠実な乳母であり、／轟々となり響く子守歌

／聖母マリアは／その海の上で祈る！／

海には恐ろしさとやさしさを／そなえた恵みがある。／わたしはその赦しと

／怒りが鳴り響くのを聞く。／その広大さは／頑迷なものではない。／

不機嫌なときも、おお／なんという忍耐深さ！／友愛に充ちた風が／波と交

わり、そして我らに歌う。／「希望を失った君たち、／苦しまずに死に給え！」

と。／

それから、海を見下している／さらに明るい空の下で／海に蒼く、薔薇色の、

／灰色と緑色の風が吹く… ／何よりも美しく、／ 我らより善良なる海！

参照した譜面との相違について

8詩句目のピリオドに関してはBの譜面にはついている。Aではつぎに休

符があるので、付けなかったのであろう。10詩句目のピリオドはRobichez版

にをまピリオドがついているので、これは使用した詩の版によると考える。17、1S

詩句目の（）をま海の台詞の部分で、これも取り立てて問題にするところではな

いが、詩人があくまでも海はこのように歌っているであろう、という推量なの
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で、迅の控えめな表記の方が適切と言えるかもしれない。これもドビュッシー

の手書き原稿との比較の研究に委ねるべきものである。

音楽は大波のテーマが第1、2詩節全体と第4詩節を覆う。第3詩節の部分

では波は小刻みになるが、異様な響きのテーマが出現する。［譜例1］参照。

［譜例1］

Åniび毒

．．＿．＿血ヨゴ；＝＝＝＝＝＝＝ニ
ニ＝＝＝＝＝＝ヨー・・・・－・・・・・・・．r

＿．＿＿∈＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ニ
＝＝＝＝＝＝＝議－・・・・・・・・・・

ピアノのパートでは、きわめてシンプルな長三和普と短三和普が用いられて

いるが、その主音が、近親調の範囲におさまっていないため、きわめて頻繁に

調性感をゆるがす書法に仕上がっている。ここではまず、あくまでも仮のもの

として、詩の各詩節ごとに和声的な枠組みをあげておこう。すると［譜例 2］

のような調性プランが浮かび上がる。

［譜例 2〕

第1詩節 第2詩節 第3詩節 第4詩節

勾

血

しかし、これを時間の流れの中で聞いてゆくとき、長三和音と短三和音の支

配性によって、［譜例 2］のように体験するのがふつうであろう。調性判断の

蓋然的根拠を、曲頭におくか（この場合、ロ長調H dur）、それとも曲の末尾に

おくか（この場合ホ長調E durと判断できる）によって主調の感覚は異なるが、

いずれの場合にも、ドミナントからサブドミナントへ移る、機能和声法的な視

野においては「破格」というべき進行が体験されることがわかる。ただし、前

者の場合には、末尾にそれまでの調性的脈絡からは導きだすことのできない「浮

遊したⅠⅤ」が残ってしまうことから、曲が終わった時点では、後者の判断を



ドビュッシーと象徴派詩人たち（2）

とるのが普通であろう。

［譜例 3〕

事1 l

＆軌■J岬 u．． 爪 暮I 爪 l‡ 一事 d－ヽ
＿l

柑
【t訂▲ 併‡⊥It押 椚． 1l

W
l一 色単 11 帆 u l撹

∫ ’u 阿11 ；Fこ Il 亀卦 ‡l 爪 1一 晩 Jベ I掛
11

‾
u

Y

暮暮 吼卦 II Jモ ー事 r ヨR ‡班
＝

H
iV
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［譜例 4］

‡1 暮
＆敬一 脚 u‥ 爪 ll ∫rh 11 ll J■ヽ l ！斑

‾‾
Ⅳ▲ 桝11ll中管 見一反 暮I W

tI l臥タ tl 軌 m 一腰

J
■

u 卵 二㌣屯 11 牧草 tl ノrb ‡l 伊． J 柑
It ll 像卦 暮l 二㌢く I暮 r ’コ弼 l

E＼ノ
Ⅰ

‡

∨ l

しかしまた一方、時期不詳だが出版用校正譜にはドビュッシー自身の筆にな

る書き込みがあり＊、そこから、当初の調性プランは［譜例 5］のように調号「♯

2つ」であったのを、［譜例 2］のように調号「♯1つ」に書きあらためた経

緯をたどることができる。

［語例 5］

d

十I V ！ V

（H：l V IV l）

以上のような情報から、この小品に仕掛けられた音楽的細工は、以下の2点

に集約することができるだろう。

1．ロ短調bmollの調号において第3音を上方変位（♯）してロ長調Hdur

として知覚させる効果。
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2．ロ長調Hdurとホ長調Edurの近親調間の転調。

｝lミフランス国立図書館のカタログで「作者本人の自筆」との扱いに成っている。

P－BNmuslqueMs．20633

・第2曲〈角笛の音は森へ向かって悲しげに響く〉エどぶ∂乃血coγS一句伊如〃g和才β5み0才5

『叡知』ⅠⅠⅠのⅠⅩの詩である。10音節のソネ（14行詩）である。前半の二つ

の4行詩はbois（a），Orphel主墜（b），COll真壁（b），ab垂（a）／v由茎（a），decl主些（b），

Ca垣§（b），垣（a）の二つの抱擁韻、後半の二つの3行詰はassoup強（c），Cha叩垣
（c），Sanguinol隻些（d）／automne（e），monot些（e），1鍵（d）で、平韻と抱擁韻の

組み合わせである。脚韻に関しては、さらに男性韻と女性韻の組み合わせがな

され、フランス詩法が遵守されている。脚韻の支えの子音は第1詩節では破裂

音の［b］と流音［1］、第2詩節では摩擦音の有音［Ⅴ］と無音凹である。二つの3

行詩では破裂音［p］の平韻と流音の［1］が使われている。

なお、VOix－わisに見られる摩擦音の有音の［Ⅴ］と無音の［f］、（b）の韻tlineの

流音の［1］と［r］が二つの4行詩の中に頻出し豊穣法が響く。

3行詰の方では、aSSOupie［9〕とcbarpie［10〕はsoupir［12］で、［pi］がエコー

のように響き、［s］の普はsoir［13］，Se［14］において、畳韻法で響き続けている。

さらに、t些be－1些塩の［；］とcoucb些圭一S些guinol鍵の［訂］では鼻母音、

dtautomne－mOnOtOneはdorlote［14］の［〇］と［0〕とも単語音で関わっている。

ⅠⅩ

Lesonducors－a仇igeverslesbois

D’unedouleuronveutcroireorpbeline

Quivientmouriraubasdelacolline

Pamilabisee汀antenCOurtSabois．

原詩との相違点

Lesonducors’a仇igeverslesbois

5 L’amedulouppleuredanscettevoix

Quimonteaveclesoleilquidecline

Dluneagonieonveutcroirecaline

EtqulraVitetqulnaVreala女）is．

Pourねiremieuxcetteplainteassouple，＊
．，．aSSOuple

AB C
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Etl事airal’aird－etreunsoupirdもutomne，Etl！airdl’air…AC
…autOmne

ABC

Tantilねitdouxparcesoirmonotone

O包sedorlote11npaySagelent．

励d．p．282

＊

Robichez版：…aSSOtlpie 句読点は付いていない。

［訳〕角笛の音は森へ向かって悲しげに響く

角笛の音は苦しみの森へ向かって悲しげに響く／短い吠え声を立ててさまよ
みなしご

う北風の間／山の麓で消えてしまう／孤児かとみまごう。／

狼のたましいは断末魔の弱って行く／太陽の光と共にこの声にあわせて突

く。／同時にうっとりとさせ、悲しませる／甘い声かとみまごう。／

この弱まった嘆きの声が聞き取れるように／血のように赤い落日の彼方から

／雪が切れ切れに長い光となって降ってくる。／

そして、空気は秋のためノ監であるかのよう。（秋のため息であるような様子）

／この単調な夕べはかくも穏やか／その緩やかな景色は心地よい。

（）内は誤植と思われる部分の訳。

原詩との相違点はまず、…aSSOupieであるが、ロビシェ版と同様に句読点は

付いていない。つぎのえは誤りである。最初のairは主語であり、BとCのa

は明らかに誤植であると断言できる。aをま動詞avoirの直説法3人称単数の活

用形で、aVOirl－air de（…であるかのように見える）の熟語と考えるのが自然で

ある。．．．autOmneの方は四分音符のイ音（a）と同じ音でTant が歌われるが、こ

こから歌の音が動くので、コンマがあった方が堂々とブレスできるので歌手に

とっては都合がいい。しかし、付けないことにより、もう一つの歌い方を示唆

しているとも考えられる。

「角笛」の動機［語例6］が美しく響いて曲は始まる。歌が始まるとピアノの

動きが少なくなる。歌は語るように、いわゆる「叙唱的様式」で歌われて行く。

3行詩が始まる前で「角笛」の動機が再現される。最後の3行詩の前で3／4

拍子から6／8拍子（1小節）9／8拍子（ただし、歌は3／4拍子に戻る）で最
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後まで続くが、最終句［14〕で「角笛」の動機が戻ってきて終わる。

［譜例6〕
Lent ¢t dol¢ml

叫＝＝＝＝＝ニ

膠
＿・巾、

、－
J

タ血以∫～／甘よか…げ

ヽ－－－－．－－・■・－・一

払身qldu eor8bfmトgev①r8188 bi8 D一皿由do山¢ur OnY◎uterOt柁OrpI均一

●ミ＝：＝＝：＝＝：：：：： ±ギ‥
一一琶＝＝＝ニ

＝＝：芯I－－・・

．′一一n

長く調性の定まらない序奏［譜例 6］が美しい。変イ長調（As dur）のサブド

ミナントからドミナントに向かう途中、3小節目でピアノに現れる変口音、変

イ音（b，aS）の下行は8小節目からのト音、変イ普（g，aS）に連なるフレーズを形

成するものだが、このあいだに、主調とまったく関係のないイ音の長三和音

（a－Cis－e）で始まってじりじりと半音ずつ上昇する4小節が挿入されている。し

かもこの4小節のあいだに歌唱の歌い出しが置かれているため、調性感はいっ

そう曖昧なままにとどめおかれる。しかし、もとの調的ラインが復帰する8小

節目では、平行調であるヘ短調fmollの「付加6のⅠⅤ度」にあたる和音にたど

りつき、「付加6」にあたるト音（g）がいわば正統的に上行することによって、

9小節目の安定感がもたらされている。

［譜例7〕
∧‡ ll

．八＿＿l

暮
ヽごl′

む

∧l

容■ 瀞’wI

i

l ‡ ‡

む お・ 皆‥ 壷・孝； l＝l’ ＝li
ト榔 ・

ト乙・淋べ

l

As IIII（15）ⅠⅤ（王l，〆ま ‡Ⅴ

ぎⅠⅤ輔 ⅤⅠ
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詩の第2詩節、つまりソネの2番目の4行詰では、変ニ長調の属九和音がく

りかえされた後、全音音階を思わせる内声が挿入されている。そしてこうした

線的語法は、第4詩節、つまりソネの二番目の3行詩の途中で、低音部にあら

われる渦巻きの音型とも無関係ではないであろう。

［譜例8］

第2詩節

⑳
血 ◎

第4詩節

耶
◎ 野

⑳ 町 ⑳

・第3曲
〈垣根の連なり〉エーゐゐβわ乃乃β∽β打方dβ5ゐα才gざ

『叡知』ⅠⅠⅠのⅩⅠⅠⅠの詩である。7音節（奇数脚）の4行詩が4詩節から成っ

ている。脚韻はh垂堅（a），m些（b），Cl垂（b），b麺（a）／moul主堅（c），

s－むendre（d），pou垣堕（c）／Dimanche（e）， aussi（8，auSSi（8，

tendre（d），

blanche（e）／

dさferl由（g），VOul唾（h），凸生垣（h），1蔓延（g）の抱擁韻で、第1詩節のみ支えの子

音が異なる子音を使っているが、その他の行では支えの子音が同じである。女

性韻一男性韻（第1、3詩節）、男性韻一女性韻（第2、4詩節）の組あわせで構

成されている。

第1詩節では、L－卓chelonnement［1］，Moutonne［2］， Claire［3］，盛痙［3］，d旦墜

［3］，S些圭［4］等に半瀬音、畳韻法が見られる。

第2詩節では、6行目ではSontとsurの［s］がほgerを挟んで響き、7行目

ではs！ebattreとs一色tendreで、畳韻法と半話音が響いている。

第3、4詩節では、Dimanche［9］にある［d］の響きは前後に頻出している。

⊇ans，旦un［9］，9egran貞e［11］，⊇ouces［12］，卓卓絶rlait［13］，L－on垂［14］，Deとdes

［′15］，Dansとdu［16］の例がある。さらに、D蔓堅－Diふ墜Cbe［9］，gr迦［11］，
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bl些Cbe［12］の鼻母音［言］の頻出である。Diman垂eのぴとau旦垂の［s］はともに
舌の摩擦音で近親音である。また、COmmedes伽tes［15］とcommedulait［16］

におけるcomme，des－de，f氾tes－1aitに見られる共通語と共通の子音があり、詩

の響きを美しくしている。

HII＊

L一色cbelonnementdesbaies

Moutonne畠l’in丘ni，mer

Clairedanslebrouillardclair

Quisentbonlesjeunebaies．

5 Desarbres etdesmoulins

Sontl卓gerssurleverttendre

O血vients一色battreets－etendre

Llagilitedespoulains．

DanscevaguedlmDimancbe

lO VoiciseJOuerauSSi

Degrandesbrebisaussi

Doucesqueleurlaineblanc壬Ie．

Toutal－beurede絶dait

L’onde，rOul色eenvolutes，

15 Declochescommedes幻ates

Danslecielcommedulait．

原詩との相違点

L一色cbelonnementdeshaies

L’onde roulさe envolutes AB C

Stickney，75． ゐ紘p．284

＊

Robichez版：4行詩として扱わず、16詩節におよぶ一つの詩節としている。

［訳］垣根の連なり

垣根の連なりが／果てしなく、羊の群れのようにつづいている。／明るい海

をま、きらきら光る謁の中で、／瑞々しい入江のこころよい香りがする。／

木々と風車は／やさしい緑の上でかろやか。／そこでは若駒が敏捷に跳ねま
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わったり、／横たわって休んでいる。／

日曜日の何もする事のない日に／大いなる羊もまた／戯れている。そのよう

すは／彼らの羊毛のように心地よい。／

先刻、乳色のような空で／笛の音にまごう響きの鐘の音の／波が渦巻状にな

って、ころがりながら砕け散った。／ （p．2B4）

音楽は最初の2小節からなるテーマ［譜例 9］にはじまり、歌はこのテ｝マ

に乗って「叙唱的様式」で歌われる。

［譜例 9］
A8S¢ヱ
Vir 亡t 卵lOmOnt

ーー畷こ二＝＝＝ニノ

＞・
つ■

dJ桝．．

原詩との相違点は14行目の句読点である。歌はLtondeの後には8分休符が

あり、句読点の役割をしていると言えようが、もう一方は休符もなく、…VOlutes

de
clochesと続くが、‥．（en vo一）1utes

de clochesの下線部が4分音符でclo－をま

2分音符であり、旋律の面で工夫がされているので、そういう誤解はまずない

であろう。［譜例10］参照。

［譜例10〕
タけ‘∫

山 一 － d屯 ro公 一∧ ・

－1長
一 一 食 011 YO ＿

、

膠
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－lll－

n

¢10 一 － ell¢8 ぐ0汀l－ m¢ dt〉β

3／4拍子の序奏につづいて、4／4拍子の歌唱部が3詩節分つづき、第4
ペンタトニック

詩節にきてふたたび3／4拍子となっている。玉音音階による楽曲で、各詩節

ごとの構成音を書き出すと、以下のようになる。

第1詩節

第2詩節

第3詩節

第4詩節

ただし、第2詩節、

ロ 嬰ハ 嬰二

嬰へ 嬰卜 嬰イ

変ホ へ ト

ロ 嬰ハ 単二

第3詩節については、

嬰へ 嬰卜（h，Cis，dis，鮎，gis）

嬰ハ 嬰ニ（鮎，gis，ais，Cis，dis）

変ロ ハ（h，f，g，b，C）

嬰へ 嬰卜（b，Cis，dis，fis，gis）
ペンタトニック

構成音は玉音音階であるにとどまら

ず、やや広がりがみられる。第2詩節前半ではホ音（e）、第3詩節前半ではこ

音（d）がオルゲルプンクドのように鳴っているし、第2詩節後半は低音部にあ

らわれる二つの完全五度によってハ長調C durの完全終止のように、第3詩節

後半は上方変位をふくむ属七（b－d一缶s－aS）の色彩が強いために変ホ長調Esdur

の半終止のように聞こえる。

4／4拍子と3／4拍子との対比にせよ、中間部における構成音の広がりに

せよ、これが器楽曲であれば単に「ABBAのシンメトリー構造」ととらえるだ

けでよしとしかねない場面である。しかしここに、「ヴェルレーヌの詩の抱擁

韻を擬似的に踏襲したもの」という解釈の可能性がひらかれるところが、声楽

曲の面白さといえるのではないだろうか。

‡担 オルゲルンプンクトOrgelpunkt：ペダル普ともいう。バスが長く同度音を続けて動か

ないもの。その長さは不定で、2小節くらいから、時には全曲を通じて同音を流している

ような長い作例もある。その間に上部の和声は自由に変転し展開されて行く一種の非和声

音である。（音楽之友社『新音楽事典』［楽譜］1982 参照）

⑳ 《艶なる婁》ぜ痩聯以£d戊7貰拶‡ 第1集（1892）

ドビュッシーの初期作品にヴェルレーヌの『艶なる宴』による4曲があるが、

10年の後にふたたびこの詩集を播く。今度はヴェルレーヌの原詩の題名を使
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い《艶なる宴）とする。後に第2集を発表するが、まず、つぎの3曲を作曲す

る。

1．〈ひそやかに〉 Ensourdine

2．〈あやつり人形〉 Fantoches＊

3．〈月の光〉 Clairdelune

調査した楽譜

A ClaudeDebussy，邦ねsGαgα乃お5，Soci卓t卓des豆ditionsJoberと1924
溶 かβみ㍑ざ甲β才ぶgざ脱od才β5αuvrescompl如es2（original）．

－［『ドビュッシー歌曲集』全音楽譜出版社］（原調）

C Debussy，4350プ節カγ〃0才cgα乃d♪才α乃0，IntemationalMusiccompany，New

YorkCity．

D Debussy，乃才ゆSoタ節 G．Scbirmer，Inc．NewYork，1956．

‥壬ミCとDの譜面では第2曲目がαα才γdg払乃gで、第3曲目が励乃わ戊甜となっている。

以上の中で、ジョベール版は1924年の出版であるが、ドビュッシーは生前

に出版されたこの版の旧版に目を通した可能性が最も多いので、この版を基準

に以下論を進める。

・第1曲
〈ひそやかに〉助50〟招才乃β

4行詩5詩節で、7音節の奇数韻である。脚韻については「ヴェルレーヌ（1）」

で記したので、ここでは、ヴェルレーヌの詩句が美しく響く理由を確認するた

めにことばの響きを検証する。

第1詩節でをま、Cal担e－de担i→a担Our［m］／車ns一重emi→旦e［d〕／壁一重Ien壁

上立／Pe生色trOnS一塁Otre［n］における畳韻法、d垂担－b一越Cbes→si唾Ce／

桓些－P芭nぬ墜蔓一pro垣担／b主望／における鼻母音による半諮音が響く。

第2詩節では、（堅tre amour）→ nos 急mes－nOS－nOS
SenS／［sト［z］：

旦en旦－e茎ta旦iers－pinむ些de旦ダbou由ers／［d］：（三重cesilence）→旦堅pinset貞垂

arbousiersにおける畳韻法、とくに、前詩節の垣些とpro垣垣を受けついで

Fondonsが出てくる。Fondonsでは－donsにも同じ鼻母音が出てきている。他

に鼻母音ではs望S，1垂旦那eurS，p主担がある。

第3詩節でをま、（Pa麺）→Fe些－de堅i－endo望堅i／［s］－［z］：即卜旦ein－Cba塑e－

de旦蔓ein＋te旦ぷ型茎，Croi室旦における畳韻法、Seinとdesseinの押韻の他に、鼻

母音t些 seinとton c（岩urにおけるtonの反復および、 鼻母音望domi一 唾－
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desseinが続く。

第4詩節では、（dessein）→ Laiss些堕－per塾主ader一望廷組e－ber壁型rと［s］の響き

が続く。さらに、Le地銀虫ga星型 では鼻母音の他に［z］［d］が続いている。

第5詩節では、qu些貞一SOl些nel鼻母音［訂］と［an］の近似音で始まり、詩節の

最後の語ch些teraにも同じ［言］の鼻母音が出てくる。鼻母音に続き、舌の鼻音

［n］：SOlen旦eトcbe旦eS旦Oirs一旦銃reおよび、前口蓋の鼻音［β］：rOSSig堅01が続く。

他に旦01ennel一旦Oiトdさse旦pOirィ0旦蔓ignolの［s］に対して、同系統の舌の摩擦音叩
がつづく。すでに！迦asse［13］に出てきているが、ここでは垂enes一重anteraが

ある。

これらの呼応しあうように出てくる音たちがヴェルレーヌの詩を美しく響か

せている。語たちは旋律にのせて響き、小節を、そして楽節を構成させている

のである。

原詩との相違点

ENSOURDINE

Calmesdansledeml－jOur

Quelesbrancheshautesfont，

Penさtronsbiennotreamour

Decesilenceprofond．

5 Fondonsnos急mes，nOSC（£urS

Et nos sens extasies＊

Pannilesvagueslangueurs

DesplnSetdesarbousiers．

Fermetesyeuxademl，

10 Croisetesbrassurtonseln，

Etdetonc∝urendomi

Chasseajamaistoutdessein．
ヽ ■

Laissons－nOuSperSuader

Ausou仇eberceuretdoux，

15 Quivientatespiedsdder

Lesondesdegazonroux．

…prOfond
AB

…eXtaSi由エ
ABCD

…doux
ABCD
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Etquand，SOlenneいesoir Etquand solennel，1esolrLÅBC‡）

Des cbenes noirs tombera，

149

…tOmbera
ABCI）

Voixdenotredesespolr，

20 LerosslgnOIchantera．

戯d．p．120 月だ7苫5G4ム射Jm

＊

Robicbez版：．‥eXtaSielとなっている。

［訳〕ひそやかに

高い枝々がつくる／薄明りにそっと／ぼくたちの恋を浸してみよう／この深

いしじまの中に／

ぼくたちの魂、心／そして夢見心地のこの感覚を溶かしてみよう／松の茂み

ややまももの／そこはかとないけだるさに／

半分目を閉じたまえ／胸のところで手を合わせたまえ／そして寝入ったきみ

の心から／あらゆる願いを永遠に追い出したまえ／

きみの足元に吹いてきて／枯れて褐色の芝生を波立たせる／やさしく揺する

そよ風に／身を任せてみよう／

そして、夜が、厳かに／黒い樫の木々から降りて来るときに、／ぼくたちの

絶望の声である／鴬が歌うだろう。／

曲は［語例11］の動機にはじまり、第2詩節のおわりまで、ピアノはこの動

機をオクターブ下や5度下で奏で、第4詩節が始まるところと、後奏で再現す

る。

［譜例11］

R昌veu汚Gmentlent

C81－ me8d昆m8l¢

き

ゆ

j甲伽枇威氏ゆr郎ざケ
＼ J

＝＝＝＝＝＝ニ＝－・・・・・・・・・

譜面の原詩とは異なる点について述べよう。ABの版では…prOfbndの後のピ

リオドが省かれているが、つぎが1／j＼節と1拍の休符があるので、この休符が

ピリオドのかわりをしていると考えられよう。

この後出てくる相違点は全版一致した原詩との相違点が見られる。
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extasiさsの後にコンマがついているが、ロビシェ版についているので、これ

もロビシェ版が参考にした版によるものと考えられる。なぜなら、今までも見

てきたように、多くの場合、プレイヤド版よりもロビシェによる版に基づいて

いるからである。

…douxの後のコンマの除去については、douxとQuiの間でフラーズが切れ
ているわけではないので、敢えて入れなかったのであろう。全部の譜面が一致

している。だからといって演奏するときにここでブレスをしてはならない、と

いうことではない。音楽を切らないように気を付けなければならない。

つぎの17行目のコンマの除去は8分音符で語るように歌われる。ただし、1e

soirは前後にコンマがついている。tOmbera［18］の主語であるが、それを際だ

たせる意味論的効果よりも、SOlennel－SOirの［s］を響かせる音韻的効果を考え

ていると思う。［譜例12］参照。

［語例12］

Et q也∫d 80 －1¢n一 一池1，le 各Olr，De8 e嘘一 恥汐

ぷ
よ m

〆ふク
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h01r廿
bm－ 由 一

r瓦 Ⅴ○は 血 m－
tr◎
【紘一 8¢ダ

ー

J

・二≡≡書芸：
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－p0lr，t b 潤一8i一 卯1 ebム ー 旭－ 一 拍．

靡

g＃封紳由如

軒ニ＼ 札荻

＼心′／ ＼山」＿．一一一／
桝．d．

ヽ－
J



ドビュッシ…と象徴派詩人たち（2）
151

なお、…tOmberaの後、1小節だけであるが、4／4拍子になり、さらに1

拍目は4分休符になっている。「絶望の声voixdenotred芭sespoir」を強調する

ためであろう。

ドッペルドミナント

サブドミナントとトニックとの交替が美しい。とくに複属和音とⅠ度の交

替は、序奏と後奏に現れ、この曲の中心的モチーフとなっている。歌唱部は、

序奏から第1詩節を経て第2詩節までの部分が「夢見るようなレント

Reveusementlent」で。中心となる音が嬰ト音嬰ハ音嬰ト音（gis，Cis，由s）を

結ぶ大きな流れを形成しているのに対し、第2詩節の終わりでピアノ・パート

の中心者が調性の第3音に移って旋法的書法を示すのをきっかけに、第3詩節

から第4詩節にかけては発想用語も「少し動きをつけてEn animant un peu」

に代わり、増4度や減5度を活かした動きの多い音楽となっている。

［譜例13］

序奏～第1符節 第2詩節 第3韓節

∧払出．＿ 恕東 山牡＿ 山椒一 r．マr
k．山
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Il
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l．1
【
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l
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tl 食
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り 罷免 転廉 爪 ． 廉 牟
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ゝt ■■ Tl

l
■rl上，t′▼ X l｝ tナ J、

〉
＿【－

1t事▼I上Il●▼ L▲t｝
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！

HぬE音9Ⅳ7昔。評ⅢⅢJ’0音9‡D哉‡
l

甘ⅤⅡ‡
第4雲寺節 第5詩節 第6詩節 後葵
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u rヽ 骨

む伊▼

＿‥骨♭転転短
‥ u 食
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6v7叫ロ㌫Cjs労′芸→む7E＿母タ‡”ll身妄王
第3詩節までの部分が、フレーズの終わりで全終止するのに対し、第4詩節

から第5詩節では属七和音での半終止が際立っている。ピアノ。パートの和音

を平行移動させることで、調性力学的脈絡をことごとく排除した上で、フレー

ズの終わりだけがドミナントの色合いを帯びていることも効果的に働いている

といえるだろう。第6詩節で一転してルントLent」にもどり、サブドミナ
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ントとトニックとが交替しながら、穏やかに遠のいていく。

・第2曲 〈あやつり人形〉劫乃わCゐβざ

原詩は『艶なる宴』全22詩篇の11番目の詩である。

3行詩4詩節であるが、脚韻の組み合わせは6行詩2組の形を取っている。

前半はPulcinell蔓イaSSemb垣（a）は平韻、l些（bトdoc竣些（c）llen唾墜（c）一br墜（b）

［6］は抱擁韻である。後半の脚韻はmin由一tapin垂（d）で平韻、en qu隻蝮（e）

－eSpagn盛（わーrOSSign車（め－tue一喝墨ほ抱擁韻となっている。すなわち、脚韻の形

は平韻と抱擁韻の組み合わせである。もちろん、フランス詩法からは破格な押

韻である。

第1、2詩節は、詩の意味的には二つの詩節は独立した文による詩節である。

第3、4詩節は意味的には〟つの文であり、四つの詩節ではそれぞれ支えの

子音も同じであったり、dessein－raSSembla［s〕， 野irs－1u竺e［n〕，1－e茎Cellenトdo¢eur

［k］，Sim泣1es一旦armiや1！her担e一如uneの摩擦音の無音［p］と有音［b］、

由uanトta由nois，垣nois－Cbar盛1e－de由一nueの［pi〕と［mi〕、旦On－e旦pagnOトro竣ignoト

d如re塑eの［s］の畳韻法が響く。

原詩との相違点

FANTOCIiES

Scaramoucbe etPulcinella

Qu－unmauvaisdesseinrassembla

Gesticulent，nOirs surlalune．

Cependantl！excellentdocteur

5 Bolonaiscuei11eaveclenteur

Dessimplespam川herbebrune．

Lorssafi11e，plquantminoIS，

Souslacharmille，entaplnOIS，

Seglissedemトnue，enqu仝te

lO DesonbeaupirateespagnoI

DontunlangoureuxrosslgnOI

Clamelad卓tressseえ1atue－t釦e．

Gestictllent
…1une」gαgαgα…ABCI）

…brune
C

…mlnOIS
C

…taplnOis
A怒CI）

…deminue
gαぬ由enqu仝teABCむ

…えIatue－tete．由gαgα…ABCD
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乃才d．p．114 ダだ7苫SG舶』〃G且S

；；；Robichez版との相違はない。
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［訳］操り人形

スカラムッシュとプルチネッラが／良からぬ企みに／引き寄せられて、月明

かりのもと、身ぶり手振りで、腹黒い相談をしている。／ララララ…

その間、ポロ…ニヤ生まれの名医の／先生は茶色い枯れた草の中でのんびり

と／薬草を探している。／

小生意気な名医の娘は／肌もあらわに、こっそりと／生け垣の下に滑り込ん

でくる／ララララ…

スペインの男前の海賊と逢い引きするために。／恋に疲れた夜瞬き鴬があら

ん限りの声挙げて／男に危険を知らせる。／ララララ…

音楽は〔譜例14〕のピアノに始まり、この動機は曲のあちこちに出てきて、

スカラムッシュとプルチネッラや不良娘の「良からぬ謀りごと」の動機とでも

名付けたい。

［語例14］

A11亡grettO 5Chモー乞ando

丑㌫㌧bぬ 爪瓜n爪b煎ゝ丑ぬ舶戚鮎空戸郎点鹿本、L纂爪

〆ニコれg

還ヨ＿
㌣

か
t・‥

転表戸張野

Sc8－rかmOu（：h8 8t n11・0トn¢トl色 QⅥ－wlh m8仏－Y818 血色

diJ札、
．j野 厨＼－ニー′

）

原詩との相違点について述べよう。

Gesticulentとnoirs…の問のコンマを省略している。付いていた方が、nOirs

以下が挿入句であることが一目で分かるが、演奏上問題が起こるほどのことで

もない。つぎに続く1uneではピリオドからコンマに変えている。ラララ…が
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続くからである。

bruneにはピリオド、minoisにはコンマが抜けているが、Cのみに抜けてい

るのであり、単純に誤植と考えてよいであろう。

entapi旦〔垂と墜glisseの間はおなじ音で結ばれ、demi－nueと1alalaはnu－e

の問がタイで結ばれ、そのまま1alalaが続くのでコンマは省略してある。

ただし、最後のtue－t釦eにはピリオドが付いている。つぎの1alalaまでに

5小節の間奏が入っているからである。

イ音（a）の長三和書から始まり［語例15］、曲の末尾もまたイ音（a）で終わっ

ているので、主調はひとまずイ長調（A dur）といえるだろう。しかし、この曲

の主要音型である序奏部分は、平行和音で半音ずつずれて上下に移って行き、

第1詩節の始まり［譜例16］で、変イ音（as）の空白5度によって調性感の強烈

な逸脱に出会う。2小節後にはイ普（a）を主音とする音階がはじまるが、今度

をまイ短調（amoll）で、またしても意外な展開をみせつつ、イの調（Adur／amoll）

で半終止する。

［譜例15］

L・r一点 I．．＿
ふ1臥舟 金》 J l＿ Jr ♪－‾‾I、ヽ鼠 l＿l．さ膠 †ニノ
▼■
髭r▲ ぬ l⊥ ヰI▲

．′
l⊥ I．l．′ ‡⊥ l

＿J一－■†hゝ＿
I上 l▲1′ 済‾

ノー

一ア
ぬ u麟d暮」 麟 Il u tJl u h 月 l u lJ l＿

＿′
‾

●つ町 Il戯野d ‾lノ戯評 uLふ！1 暮‡′ l事 r l lt I L■ J

W－一軒
W ヽヽ＿＿

J

［語例16］

第2詩節は歌唱部が主要音型［語例16］を模倣してハの調（C dur／c moll）で

半終止、第3詩節はハの調で主要書型の音型が継続された後、イの調（Adur／a

moll）で半終止、第4詩節は歌唱部が初めて明白なイ長調（A dur）として提示さ

れ、1点ホ（el）から2点ホ（e2）の間を上下した後、主要音型がイの調（Adur／a

moll）で全終止し、ピアノがふたたび同じ音型を繰り返しながら下行して、イ

音（a）とホ音（e）の空白5度を印象深く響かせる。
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・第3曲 〈月の光〉αα才γdβg以邦β

原詩については1部の方で詳しく述べたので、ここでは省略する。

原詩との相違点

CLAIRDE LUNE

Votreameestunpaysagechoisi

Quevontchamantmasquesetbergamasques

Jouantduluthetdansantetquasi

TristessousleursdegulSementSねntasqtleS．

5 Toutenchantantsurlemodemineur

L－amourvalnqueuretlavieopportune，

IIsn－ontpasltairdecroireえ1eurbonheur

Etleurchansonsem仝1eauclairdelune，

Aucalmeclairdelunetristeetbeau，

10 Qui払itreverlesoiseauxdanslesarbres

Et sangloter d－extaselesjetS d七au，

155

…ねntasques＿
CD

…OppOrtune
Å迅C恥

．，．bonheurL
ABC抄

…d－eau
A凝CD

Lesgrandsjetsd’eausveltesparmilesmarbres．

乃磁．p．107fE7苫5G朋退ⅣGg5

［訳］月の光

あなたの魂は選り抜かれた風景画／その中を様々な仮面、ベルガモの仮面を

つけた人たちが魅惑的な身のこなしで／リュ肘トを弾き、蹄．りながら行き過ぎ

る、／その幻想的な装いの奥ではほとんど悲しげに。／

恋の勝利と運のついてきた人生を／短調の調べで歌いながら／おのれの幸運

を信じていない様子をしている／そして彼らの歌をま月の光に溶けて行く、／

木々に宿る小鳥たちを夢みさせ、／大理石の間から吹き上げるしなやかな噴

水を／うっとりと忍び泣かせる、／悲しく、美しい月の光のもとで。／

若い頃の作品とは全く違い、同じ音が続き、その中で自然な流れで上行し、2

点嬰ヘ音（鮎2）まで到達する。美しい旋律の前奏［譜例17］にのって静かに語り

かけるように歌が流れる。
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［譜例17〕
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Tr主5 mOd長r毛
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原詩と譜面の詩の違いは句読点のみである。ねntasqueのあとは休止符があ

る。OppOれuneの後のコンマの省略はすぐつぎの詩句がつづくからであろう。

bonbeurの－heurの部分に付点2分音符と4分音符がつき、さらに8分休符が

付いていて、ここではっきりと切れていることを主張するかのようにコンマが

付いている。一方、d－ealユは付点4分音符とB分音符で1拍と1／3拍と8分

休符がつき、コンマの役割を果たしている。

歌唱声部が最低音1点嬰ハ（cisl）から最高音2点嬰へ（鮎2）まで11度の音程

いっぱいに、ゆったりと上下する旋律嫁が印象深い作品である。
ペンタトニック

冒頭ピアノのパートが玉音音階（dis一鮎一由s－ais－Cis）の作用で、嬰ニ短調

（血s moll）であるかのような錯覚を誘う始まり方だが、楽曲全体の基調をなす

のは嬰ト短調（gis moll）である。3／8拍子の拍子は最後まで変わらない。頻

繁におこなわれる転調は、属調の嬰ニ短調（dis
moll）だけでなく、変ホ短調（es
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moll／8小節目）、嬰ヘ短調（鮎moll／15小節目）、ト短調（g moll）といった
遠隔調にもわたるが、全体的に「短調」の趣は、第2詩節にみられる歌詞「短

調の調べで歌いながら（Toutencbantantsurlemodemineur）」に対応させてい

るのであろう。ただし、楽曲中間部の約8小節間、すなわち第2詩節後半（IIs

n’ontpasl－airdecroire）から第3詩節前半（Qui血tr如erlesoiseaux）までが、長

調を旨とする爽やかな風を送り込んでいる。

⑳ 《艶なる宴》j嘘聯G掴且』風脚‡‡ 第2集（1904）

ドビュッシーは《艶なる宴》第1集を完成してからさらに、12年後にふた

たびこの詩集による歌曲を作曲する。

この頃までに歌曲では自作詩による《叙情的散文》伽5β5砂γ宮守㍑β（1893）や《ビ

リティスの歌）αα乃ざ0プ7ざdg β才g言方ゐ（1897）の二大歌曲集、さらに、オペラ《ベ

レアスとメリザンド》乃ggゐざβ才脱ねα乃∂g（1893－1902）も完成し、さらにピアノ

曲《版画）且sぬ〃坤βSを作曲している頃である。

1．〈初な男たち〉LesIngさnus

2．〈半獣神〉 LeFaune

3．〈感傷的な会話〉Colloquesentimental

調査した楽譜

A ClaudeDebussy，邦おs Gαぬ乃ね5，2eRecueil，Durand＆Cle．豆diteurs，

Paris，1904．

B βgゐ㍑5砂g才ざβ5脱od才β5 αuvrescompl如es2（original）．

仙［『ドビュッシー歌曲集』全音楽譜出版社〕（原調）

C Debussy，4350聯カγ〃∂妄cgα邦d♪才α乃0，InternationalMusiccompany，New

YorkCity．

《艶なる宴）ⅠⅠは〈D Debussy，7協～吟励7聯，G．Schirmer，Inc．NewYork，

1956〉 には載っていない。

・第1曲〈初な男たち〉エgs物αS

4行詩3詩節の等韻律詩で、脚韻はj墜（a）－Ⅴ鍵（bトsouv堅娃（bトd墜（a）／

jal堅些（c）－br垂些垣旦（dトbl墜錘壁（d）血us（c）／aut些竺（e）冶ras（f）－b墾（f）一S一色t望辺長

（e）で、抱擁韻である。

第1詩節ではta主堅担一む些gueS－Se圭堕の畳韻法と半瀬音の他に、［1］の畳韻法が

見られる。
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第2詩節では［s］とばの子音が頻出する。また、Etc－釦aientとEt ce…の並
列が面白い。

第3詩節ではsoir［9］の反復、tOmbait，autOmne［9］temps，tremble，St釦onne

［12］における［t］の畳韻法と母音［0］［○］と鼻母音［；］［訂］が響く。

原詩との相違点
′

LESINGENUS

LeshautstalonsluttaientavecleslonguesjupeS，

Ensorteque，Selonleterrainetlevent，

Parfoisluisaientdesbasdejambes，trOpSOuVent

Interceptes卜etnousaimionsceJeudedupes．Interceptes！etnous… ABC

5 Parわisaussiledardd七ninsectejaloux

Inqui釦aitlecoldesbellessouslesbranches，

Etピ如aientdes岳clairssoudainsdenuquesblancbes，
…blancbes＿

ABC

EtcerさgalcomblaitnosjeuneSyeuXdeわus．

▲

ノ

Lesoirtombait，unSOlrequlVOqued－automne：

10 Lesbelles，Sependa如reveuses畠nosbras，

DirentalorsdesmotssispecleuX，tOutbas，
′

▼

Quenotre急me，depuiscetemps，trembleets勧onne．…急me＿depuiscetemps＿trembre…ABC

鬼才d．p．110 ダE7苫SG4エAⅣGg5

［訳］初な男たち

高いヒールと長いスカートがぶつかり合い／地面と風の具合によって、とき

どき足の／付け根がちらちらひかる。見え隠れすることも／あるけれど叩こ

の騙し合いが面白い。／

ときどき焼きもち焼きの虫めが針で、／枝々の下で、別嫁さんの頸を脅かす

／すると、突然白いうなじがきらりと光る。／このご馳走は狂った若い僕らの

目の保養。／

夜の帳が落ちた。心許ない秋の夜、／別嫁さんたちは僕らの腕に夢見心地で

／ぶらさがり、小さな声で思わせぶりな言葉を／呟くので、僕らのたましいは

びっくりして震える。
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曲は、清々しい秋風にスカートのひらひら翻るイメージの前奏がはぼ第1詩

節全体に流れる。この書型は初な男たちの「下心」や「秋の夕べ」など様々に

変奏し、11行目の詩句までつづく。［譜例18］参照。

［譜例18］

Mod孟r毒

Mod昌一壬

汐 血l化¢爪印f き¢り！8乃び

Ⅰ月8imuはt且－10m8 1u亡t8ient 8－ Veele8

j甲

原詩との相違点は三つある。etの前の－の除去は調査した三譜面に共通で

ある。歌は3／8拍子で前の語Interceptさs！の後、3拍目が8分休符で、つぎ

の小節は全休符になる。1小節おいてet nous aimions…が始まるので、－の

意味がないので、削除したのであろう。blanchesのblan－は4拍（1小節と1拍）

のばして＿Cbeには4分音符（2拍分）の音価が与えられている。つぎに転調が

あるので、blancbesでこの詩句が終わることはコンマがなくとも分かるので付

けなかったのであろう。

［語例19〕

Peu良 peu 8nim主

Et ピ占一払i8nt 血さ 長一 el81押 80u一血irは d母 nu－qu¢8 b18n－

Po吐息 pモu 冬ni唾＿

】 ＿

＝： ‾▼■■、一●荘

㌢－
J

㌣
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Toujours anim丘

－ Ch¢8 Et ce r8
一 駅Icom－bI且It nod

Toujour5 8nlr8e

frg ・
5“け

最終詩句の二つコンマの省略は詩人の要求とは別に、語るような旋律を自然

な語り口でフレ…ズを作るようにドビュッシーが要求しているのであろう。

［譜例20］
L¢nt

‾811Ⅹ，

′一一■一一－

to11t b各β，

Le瓜t

Q収 れOtr◎ 昆
一

抑¢ d8－ puは e¢

♭ふ

タ j轡ニ＝＝ニ＝カー・・・・

＼、－

〕

t◎m押 t相加bl¢ Ot 〆言一 bm 一

触．
I惣軒

j野＝＝＝＝＝＝＝帥－－－ ♪Jふj汐 ＝＝＝＝＝＝＝：恥－脚

＼－“ J

至」 イ

ドビュッシーがエンマ・パルダックEmma Bardacと滞在していたジヤ←ジ

ー島からパリの楽譜業者デュランに宛てた手紙がある。2

「《マスク》と《艶なる塞》の校正譜をお送りします。《艶なる宴》について

は、どうか次のような献辞を忘れないようにしてください。－－1904年6月に感

謝するために－－ そしで－A．l．p．M－－の文字を続けて下さい。少し神秘的ですが、

伝説のために何かする必要があるのです。…」

ドビュッシ叫、ジャック・デュラン宛の手紙、1904年7月20日頃；iて

＊

ドビュッシーは1898年にりり｝・テクシエLiily Texierと結婚した。エンマとは1903

2

claude Debussy，αγ作中0乃ゐ乃α1884－1918，p・194・R血nie et Annotさe parFranGOis
Lesure・

CollectionSavoir：Surl事art．HemannEditeursdesSciencesetdesA止S，Pads，1993
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年に出会い、恋愛関係に陥る。翌年、二人とも結婚している身であったが、ジャ仙ジー島

へ愛の逃避行をする。二人は1908年に正式に結婚する。A．1．p．M（Ålapetitemienne，私の

いとしい恋人へ）はエンマヘの呼びかけ。なお、エンマ・パルダックは10年前にはフォ

ーレと恋愛関係にあり、《よき歌》エα励紹乃βαα乃ざβ乃の作曲では、フオ｝レに協力した。3

長3度からなる部分［譜例21〕と全音音階からなる部分［譜例23］との交替が

美しい。

序奏から詩の第1詩節にかけては、ヘ音、変二音（f，des）、ホ音、ハ音（e，C）、

変二普、イ音（des，a）のそれぞれが長3度になっているだけでなく［譜例21a］、

これらの核になる音をつなげたヘ音、ホ音、変二音（f，e，des）もまた長3度と

なっているのだが［語例21b］、近代西洋音楽の基本語彙において通常「明朗

さ」「平明さ」の代名詞のようになっている長3度というものの積み重ねが、「よ

どみ」や「不安」というまったく異なる相貌をも示しうるという可能性を提示

している。

［譜例21］

第1詩節の末尾で「見え隠れする！interceptさり という歌詞が現れると、全

音音階が下行してピアノの低音から歌い手に受け渡され［譜例22a］および［譜

例22b］、全音音階［譜例23〕からなる第2詩節を導入する役割を果たしてい

る。

［譜例22a］

C‘de名 ＿ ＿ ＿ aT七皿pO

＿teLe8p一七gs！

C占deォ ＿

aで¢mpO

l】

一
色t

♪一－－－－けサ＿l
n¢u8 包l、 ＿ mOn8
1JLIJlq■サ甘サーサー甘寸書

巧∧

m、、
クせ勾

貰
i屯サーさ

ぶ

こ。ヰ脚

少

＝＝＝＝＝＝知・・ ニ＝＝＝＝＝コ，－

リ

ニミ

金原礼子『フォ脚レ ゆかりの地を訪ねて』苦楽之友社、参照
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［語例22b］

汽
腰 l

毯瀞 わ〆¶弘 一 t

ヽ
r 計′ t′監労 れが払 u

W
〉、、＿一

Jノ＼

r W u乳汐 が払

む
‾‘、
J t lt † W

確執
、－J

［譜例23］

朽
腰 t

膠I l ‡ h爪l

ぎ闘 ゎが払 l′軋澄
r Y

＼ユリ 爪
r

V

，・ヽ
．／

、J、一へ一へ、J’W
軋）⑳

W

その後、第3詩節の導入とともに音楽はふたたび長3度＊による楽想（［譜例

21c］）にもどって、終結部にむかう。

司ミただし今回は、変二音、ハ音、イ音（des，C，a）による減4度。

。第2曲
〈半獣神〉エβ允以邦β

4行詩2詩節で、脚韻はc由竣（aトboulingr垣（b）－S由竣（a）－Se垣堅（b）／

cond由蝮（aトpと1e垣（b）一睡蝮（a）－tambou垣堕（b）で、交韻である。女性韻は－由壁
であるが、男性韻の方は支えの子音は共通して［r〕である。

第1詩節で［r〕と［s〕の畳韻法が響くが、これらの普をもつ語terre，Rit，

centre，boulingrins，Presageant，SanS，Suite，CeSinstantssereinsだけである程度

詩節の内容を表現している。

第2詩節でをま、m－ontconduitとどontconduite［5］、M創ancoliques［6］が出てき

て［k］と鼻母音［；］が繰り返し出てくる。さらにdont［7］，SOn［8］があり、

Mel蔓旦COlique，t些ゆourins［8］の［訂］と脚韻の－dn［r言〕が響く。

原詩との相違点

LEFAUNE

Unvieuxねunedete汀eCuite

RitaucentredesboulingrlnS，

Prさsageantsansdouteunesuite

Mauvaise a cesinstants sereins … SerelnS．
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5 Quim’ontcondtlitetでontconduite，

叫Mさ1ancoliques p包1edns，－

163

Melancoliques〆1erins，ÅBC

Jusqu’畠cettebeuredontla血1ite

Toumoieausondestambourins．

励d．p．114 ダだrだSGAし冬ⅣGだS

［訳］半獣神

テラコツタの老いた半獣神が／芝生の真ん中で大笑い。／この晴朗なる時に

つづく、／禍いの日を恐らく予測して、／

俺を導き、お前を導いてくれた（晴朗なる時に）／…もの悲し気な巡礼たち

よ、叫／時の遁走が太鼓の音に合わせてくるくる回る／この時までに。／

情熱的な異国の民謡を想起させるリズムにのって曲をま進んでゆく。

［譜例24・］
Andan【ino（Tempo rl王ba【○）

Å8dan亡inoITe爪pO ruba【oJ

一て＼

タβ触J即J如√′J企Je
〆l；タ

∧ t

lJ

J′占∫ルJ州ね′乃．∫8〃∫乃好β円仁g∫一

舶fぶ♪dぴrねIJ／丘f♂〃け／九州‘．

ガ竺 l l

膠ヨ．ヤ看守ヨ字書ヤ忌
ヤ讃ヤ書ヤ讃ヤま ヤ宕ヤ書ヤヨヤ

・ノ

福符窮
濁

ガ dp′f 納せ さ∫タ′～∫5f¢光∫¢〟′d♂

話力盛
♭転蓋
戚

－

11．。j．．」
‡ 学事等

il

看官書ア弓子書亨ヨヤヨ亨宕字書ヤ書ヤヨヤヨヨ ヨ′ 首
◆ノ

ー＿～＿・
・ノ←／・、J
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原詩との相違点について考えよう。まず、Sereinsの後のピリオドは明らか

に誤植である。詩節を跨いで関係詩節がきて、CeSinstants sereinsはquiの先

行詞なので、ピリオドを打つと意味が変わってしまう。

p包Ierins－pelerinsはフランス版の譜面が誤植であったので、外国版はそれに

合わせてアクサンの付け方を間違えたのであろう。

ニ短調の旋律的短音階下行形（d，Cis，b，a，g，f，e，d）をひねった5書からなる

独特の下行音型（d，Cis，b，aS，のにつづいて、低音で空自5度によるオブリガー

ト音型［譜例25a］がをまじまり、やがて5度和音が3度ずつ上昇してト音の11

度和音（g，b，d，f，a，Cis）を形成する［語例25b〕。

［譜例25］

1V ‡V11

全曲にわたって、一時的な変化音をのぞいてはニ短調をさはど大きく逸脱す

るわけではないが、オブリガ｝ト奏による緊張感が、属和音上ではなく下属和

音上に形成されていることから、聞き手はきわめて斬新な響きを体験すること

になる。こころみに、詩の第1詩節の和声プランを書き出してみると、以下の

ようになる。

［譜例26〕

♭汲

・第3曲〈感傷的な会話〉αgわヴ〟どぶg乃オ言椚β乃おg

3．〈感傷的な会話〉co110queSentimenta1

2行詩8詩節で全16行の詩である。脚韻をま平韻で第1詩節は男性韻、第2

詩節以下女性韻、男性韻．‥と続く。
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第1詩節では量01itaire，gla妄芭，pa塑卓の［s］の音を含んだ語がこの詩節のキ｝ワ

岬ドとなり、またこの詩の冷ややかさを表現している。

第2詩節は呈eurs yeux－堅OrtSとをeurs 主如es－堅0娃esで［1］［m］［3〕、mOrtOSと

mollesの対句的響き、1一箪墜t隻垣の鼻母音と旦dne一如r良好0主eの［1］［p］が心細

く響く。

第3詩節でをまゎrmesがspectres、tOut al－heureが如oqu卓に変わり、次の詩

節での二人の会話へと発展する。

第4詩節では力無い亡霊の会話が始まり、旦OuViens一望taSe－an由enne［7］の［s〕、

竺Oulez－竺OuS，SOu竺ienneの［Ⅴ］の音が響く。

第5詩節では三On，妄Ot如urs（2回）と三Oujours竺Ois－主u堅On負担een三e竺e7の［t］，

［Ⅴ］，［m］が響く。これらの印象的な響きを持つ語の後でのNonの鼻母音をまな

お・一層虚無的に響く。

第6詩節では、垣eaux一旦onheur一重oucbeの［b〕、ioursloignionsの［3］および

indi由bleとpo旦垂ble［si］の響きがある。ここでは［b］や［3］の柔らかな響きに対

し、［si］がすがすがしく響く。

第7詩節ではQu－i主，b桓u，主e由e主，圭一e旦pOirの［l〕と［s〕は柔らかな響きと強い響

きで過ぎ去った日々を懐かしんでいる。

第8詩節では、二人が去った後の状況説明があって終わる。Te主S

i主S…主es…払廷es／桓…Seu主e…主eu三Spa三0主es流音の［1］と［r］、担arCbait…aVO垣e／

那it‥．鼻音［m］［n］、d些旦／些t墜dit…鼻母音［言］がやさしく響く。

原詩との相違点

COLLOQUESENTIMENTAL

Danslevieuxparcsolitaireetglac畠，

Deuxわrmesonttoutal’heurepasse．

LeursyeuxsontmoれSetleursl如ressontmolles，

Etl’onentendapelneleursparoles．

5 Danslevieuxparcsolitaireetglacさ，

Deuxspectresont色voqu色1epass畠．

仙Te souvienトildenotreextaseancienne？

…glacさ肘
Å恐C

…glac卓－
ABC
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－Pourquoivoulez－VOuSdoncqu－il血ensouvienne？

－Tonc∝urbaトiltouJOurSamOnSeulnom？

10 Totわoursvoisヰumonameenreve？叩Non．

－Ab！1esbeauxjOurSdebontleurindicible

O缶nousJOlgnlOnSnOSbouches！…C－estpossible．
…nOSbouchesェー…B

－Qu’iletaitbleu，1eciel，etgrand，11espoir！ …etgrand＿1’espoir！ABC

－L’espolra免1i，Vaincu，VerSlecielnoir．

15 Telsilsmarchaientdanslesavoinesfblles，

Etlanuitseuleentenditleursparoles．

戯d．p．121月だ7ESG4エAⅣGg5

［訳］感傷的な会話

うらさびれ、凍てついた古びた公園の中を／今し方二つの影が通り過ぎた。／

目はおぼろげで、唇は力無く、／何を話しているのかはとんど聞こえない。／

うらさびれ凍てついた古びた公園の中を／今し方二つの亡霊が通り過ぎた。／

一昔のあの夢心地の時を思い出すかい？／…何故、私にそんなことを思い

出させたいの？／

－ぼくの名前を問いただけできみの心は今でもときめくかい？／今でもぼ

くの魂が夢の中に現れるかね？
－いいえ。／

－ああ！二人が唇を合わせた得も言えぬ／あの幸せの素晴らしい日々！

“そうね／

－空は蒼く、希望は大きかった！／一希望はうちのめされて、黒い空へと

逃げて行ってしまったわ。／

こう語り合った後、二人はからす麦畑を歩いて行った。／二人の会話を聞い

たのは夜の闇だけだった。／

夜露の降りる雰囲気の動機に始まり、語り手が状況を説明し、やがて二つの

亡霊が登場し、決して戻ってこない過ぎ去った幸せの日々があったことを確認

しあう。ふたたび語り手が亡霊たちについて語る。音楽の進行は以下の説明の

通りである。
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Tri冬te ¢tl¢皿t

Tri5tモ ¢t lモnt

折

［譜例27］

D仰 lo vi81Ⅸ押re 80－1ト t8lr¢ 8t g18－e毒 D8収

167

原詩との相違点について述べる。glac色には休符が続き、コンマの役割なっ

ているので、3譜面とも句読点をつけていない。次のglac芭［5］はDeuxspectres

のフラーズに繋がっているので、コンマを付けない。

ところが、nOS bouchesはここで台詞が切れているのでコロンになる理由は

ない。Bの資料のミスである。

青いのが空で、大きいのは希望であるから酢and［13］のあとの句読点は本来

は付けるべきである。

開始の音型は、増4度／減5度を形成しているが、［語例28a］、4小節目

で変口音（b）がロ音（h）に移され、6小節目でホ音（e）が変ホ音（es）に移される

と、ちょうど第1曲目 〈初な男たち〉エgs勿g勿αざでの下行する長3度［譜例21

b，C］を上行形に変換した長3度があらわれる［譜例28b］。

［譜例28］ L

′亀Yノ妻
乃

t

l
！
hJへ

lm
l Il ▲、

γ 、′

ヾU

＿
l

h－h ut｝
〉

．、 ノ

む 如こヌ」ハJ ℃㌢J”〉丁〉
t

－
∬▲

l′l｝ ll

】 ノ「
l｝ ll

》
‖
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主調を見定めるのは、きわめて難しい。調号は♯と♭ともにないものの、開

始音が変口音（b）で、かつ主要音型とおもわれる上述の長3度があらわれる時

点で、低音はヘ音（8上に短七和音を形成しているという状況から、この時点

では、変口調（Hdurあるいはbmoll）上の属七和音が知覚されかねないのだが、

曲の末尾をみると、調号どおりイ短調（a mo11）の主和音が響いているためであ

る。開始部と終結部の中心的な調が全く別のものであるというような仮定も、

それ自体、可能性としては有り得・ようが、イ音（a）上の短三和音が、曲頭の開

始音型［譜例29a〕から導き出されている以上、やはり葛藤がのこる。ただし、

こうした葛藤もむろん例によってドビュッシーの「仕掛け」であることが、中

間部の転調の直前に明かされる。詩節ごとに辿ってみよう。

序奏 ［譜例29a］＋

第1詩節

第2詩節

第3詩節

［譜例29］

軋〕

［譜例30］

』血♭魯
ー

ー◎

［語例29b］ ＋

［譜例29a］＋

［語例29b］＋

［譜例30a］

［譜例30c］（1）

［譜例30b〕

［譜例30c］（1）から（2）へ

亀j

及
確針

c（1）（2）

つまり、ともに開始音型［譜例29 a］をふくむ序奏と第2詩節とは、それぞれ

変イ普（as）およびこ音（d）から下行する音型［語例30a，b〕を経由することで、

15、16小節では、ちょうどここで問題になっているヘ音（のならびに変口音（b）

上の七度和音に導かれているからである。
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第4詩節から第7詩節は、一貫して、変イ音（as）がペダル音として響く中、

変ニ長調上に会話が展開され、第8詩節にいたって原調に回帰する。

⑳ 《ヒリティスの歌》C削朋棚βg腰比g二門写（1897）（全3曲）

ビリティスは、この世で最も説得力に富んだ声を持っているから、それを

長調に合わせようが、短調に合わせようが、何の役に立つだろう？君は「ど

うして君は音楽を作ったんだ？…別の装飾のためなんだ。でも、いいかい、ビ

リティスがそこにいるときには、彼女にだけ語らせておこう」（栗原訳）

（ピエ…ル・ルイス宛の手紙1898．10．16）4

ドビュッシーは《艶なる宴》Ⅰ（1892）とⅠⅠ（1904）の間に歌曲では、自作詩の

《叙情的散文》伽sgs砂γ才す〟gざ（全3曲－1892－1893）、〈子守歌〉（《死の悲劇》

のための旭βⅣβ〟ざg（pourエα乃柳才βdggα棚γ£）ルネ・プテールRen卓Peter詩

1S99）、自作詩による《眠られぬ夜々》肋iねわgα乃CゐβS（1889）、《三つのフラン

スの歌》7如才ざαα乃50乃ぶdg伽乃Cβ（シャルル。ドルレアンCh訂Ies d－Or始ansと

トリスタン・レルミットTristanLhemite¶1904）等の歌曲を書いた。しかし、

この時期同時進行で次のような作品を作曲していた。

オペラ：《ぺレアスとメリザンド）乃〟ゐざ e£朋がねα乃dg（1893－1902）、付随音

楽：《リア王）エβ jわオ エgαγ（1897－99）、管弦楽曲：《牧神の午後への前奏曲》

伽gαdβdgl％柁5一例言d言d！㍑乃カ㍑乃g（マラルメの詩から想を得て刑1892－94）、夜曲

柵c知和β（1893－99）、《海》エα肋γ（1903－05）、管弦楽付き器楽曲：《神聖な舞曲

と世俗的な舞曲》DeuxDanses：1．βα乃SβざαC7滋（2）加乃ぶβ♪プ吻乃β（1904）、《弦

楽四重奏》ト短調伽α払0γ∂co招βぶβ乃Sβg仇g乃g㍑γ（1893）、ピアノ曲：《夜曲》

肋c知和g（1892）、〈映像》加聯5（全3曲－1894）、《ピアノのために》凡打rgβ♪ぬ乃0

（全3曲－1896－1901）、〈スケッチ・ブックから》β－㍑乃Cαゐ才βγd－β5すαねぎβ5（1903）、

《版画》励おクゆβ5（全3曲〟1903）、《仮面》肋ざヴぴg（1904）、《喜びの島》エ庖gβ如β伽ざβ

（1904）、二台のピアノ曲《リンダラハ》エ音節ゐ吻α（1901）がある。

詩集『ヒリティスの歌』の作者ピエール・ルイスPierre Lou営S（1870－1925）

はベルギーのへント Gantに生まれた。へントはフランドルに属し、フランド

ル語を話す地域であるが、十九世紀末メ｝テルランクやヴァン・レルベルグな

どのフランス語の詩を書く詩人たちを輩出した町である。ルイスは1890年に

t（砂．C才乙p．139
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同人雑誌『コンク』エgα乃ヴ㍑g（はら貝）を創刊して注目を浴びる。1893年夏

アルジェリアのビスク等で、アラビア系の美貌の娼婦を知り、彼女をモデルに

ギリシャ古典に形取った連作詩集『ヒリティスの歌』（1894）を書いた。マラ

ルメの火曜会には1890年から出席し、象徴派の詩人たちと交友関係にあった。

（以上、日本フランス語フランス文学会編『フランス文学辞典』の村松剛氏の

解説参照）

ドビュッシーは公私にわたってルイスとは親しくしていた。ドビュッシ｝は

ビスクラに旅行中の詩人にたびたび手紙を送っていた。

1897年にドビュッシーはこの友人の散文詩『ヒリティスの歌』から3篇選

んで歌曲《ビリティスの歌》を作曲した。作品は以下の通りである。

1． 〈パンの笛〉エα邦滋お滋劫乃

2． 〈髪〉エ〟αg〃β如柁

3． 〈泉の精ナイアースの墓〉 エβ7も椚∂βα〟dgsAなぇわdどぶ

調査した楽譜

A ClaudeDebussy，αα乃50乃Sdβ戯払Societさdes由itionsJobert，Parisト
1968

B かβわ〟5砂β才5どぶ脱od才gざαuvrescompl色tes2（original）．

－［『ドビュッシー歌曲集』全音楽譜出版社］（原調）

C Debussy，4350櫛カγ〃0才cβα乃d少才α乃0，IntemationalMusiccompany，New

YorkCity．

わ Debussy，乃才ゆ50ク郡，G．Scbimer，Inc．NewYork，1956

以下散文詩で、詩法の問題はない。半諮音、畳韻法など言葉の響きについて

の説明は今後の課題とする。調査した楽譜により、句読点が違うので、それだ

けを記すにとどめる。

・第1曲 〈パンの笛〉エα月蝕dβ劫乃

エαダ㍑おdgfお乃

PourlejourdesHyacintbies，ilmtadonn杢unesynIⅨ Hyacint‡1ies，－ A恐

ねitederoseauxbientaillさs，unisaveclablancbecire

quleStdouceamesl色vrescommedumiel．
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Ilm’apprendえjouer，aSSisesursesgenoux；maisjeSuis

unpeutremblante・IlenjOueapreSmOl；Sidoucement molェ

quejel－entendsapelne．

Nousnもvonsrienえnousdire，tantnOuSSOmmeSpreS
ヽ

1七ndel七utre；maisnoschansonsveulent serepondre，

ettouratournosboucbes s－unissentsurla凸ate．

Ilesttard，VOicilechantdesgrenouillesvertes，qul
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A B C D

IlesttardLÅBCD vertes AB

COmmenCeaVeClanuit．Mamとrenecroirajamais

quejeSuisres縫esilongtempsacherchermaceintureperdue．

Pie汀eLouys，エg5αα邦SOグ甘ざdg戯g才紘；EditionsAlbainMichel，p．32

nuit C

［訳〕パンりの笛

ヒエアキントスのお祭りの日2）の為に、彼は葦をとても上手に切って蝋で

つなぎ合わせた葦笛をわたしにくれた。それを唇にあてると、まるで蜜のよう

に甘かった。

彼はわたしを膝の上に座らせて吹き方を教えてくれる。でも、わたしをま少し

ふるえる。彼はわたしのあとで葦笛を吹く。その音色がとても静かで、聞こえ

ないくらい。

二人は何も言わない。それほどぴったと寄り添っている。でも、二人の歌は

答えあい、代わる代わる唇は笛の上で結ばれる。

もう遅い。夜のとばりが落ちて青蛙が歌っている。なくした帯を探しに行っ

て、こんなに時間がかかった、といっても、かあさんは信じてをまくれないだろ

う。

1）パンとは牧神のこと。

2）ヒュアキントスはギリシャ神話に出てくる古代都市ラコニア（ギリシャ南東）の美少

年。アポロの神が投げる円盤にあたって亡くなった。その傷口から流れる血が花となった。

「ヒュアキントスの祭り」とはアポロとヒュアキントスを讃える春の祭り。
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Hyacintbies，二：－thiesは8分音符と16分音符のタイになっているので、

譜面の上では－tbiesをのばすので、－をつけている。

molェ：16分音符がmoi，Sidouce－まで続いている。ドビュッシ｝はsi

doucementを動詞joueの副詞に直接繋げている。もしもセミコロンであれば、

ロ音（b）の音価を変えるか、少なくとも別の昔でつぎの旋律を始めるべきであ

る。4例ともコンマにしているのはそのためである。

Ilesttardェ：tardは小節の1拍目で、VOiciはつぎの小節の16分休符の後の

1拍目にはじまる。この間4分休符二つと16分休符一つがあるわけで、上記

のmoiの句読点と逆の状況にある。

vertes＿qul：16分音符でvoicile chant des［grenouilles］vertes qui

commenceaveclaまで一気に歌う形になっている。そのために先行詞とquiの

間に句読点を入れていない。なお、［］の部分は16分音符の3連符である。

nuit ：Cにのみピリオドが省かれている。nuitのあと、4分休符1拍で

この小節がおわったあと、歌は3小節全休符がつづくので、ピリオドを省略し

ている例である。

この曲の基調をなすのは、ロ音（H）上のリディア音階である。

［譜例31〕

【Bilitis．doc】 ロ長調（H－dur） ロ音（H）上のリディア音階

亀J可㌻ 各
可夢■
⑳

前奏から第1段落前半にかけてのピアノパートはⅤⅠ9和音上で駆け上がる音

型と、ⅠⅠ，ⅤⅠ，ⅠⅠ，Ⅰのプラガル終止を繰り返す一方、第1段落後半ではリディア

を離れたロ長調（Hdur）内のⅠⅤ和音もとりまぜて、聞き手に、機能和声的な語

法からの脱却を弓轟く印象づけている。
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［譜例32］

駆け上がる音型（1ydia）

′ノーもーrヽ

紺

プラガル終止（】ydia）

′′m
′r 「＼

＿
戚“・靡・

ゆ ふ‘＿

】‘＝＝＝弓蒜ご＝＝＝
ニ＝＝＝＝加・－【‾‾．芯＝＝＝宗＝ヨ・・－・・－

ヤ■ す
l

‾▲
‾●■‾ひ －

．耳にr・・一
ヒ
＿＿、姉ニ‾ゴ

垂念 頭望聖廟く一冊計‾

∵一一∵m
－i－J
■■■■一一｝

欝㌫準

叫r■－ヽ＿ノノi
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第2段落で、歌詞に逆接の接続詞「けれどmais」があらわれる場面では、

音楽も逆接的な印象をあたえる。「けれどmaまs」のあらわれるホ長調（E dur）

のⅠ度に先立って、Ⅰ‡度上の調（Fis dur）でⅤⅠ7Vの連結があり、Fis－Ais－Cisの

和音が予測されているにもかかわらず、実際にはホ音（E）上の長三和音

（E－Gis－H）で「けれどmais」が発話されるからである。機能和声法に馴れた耳

にとってきわめて刺激的に響くこの独特の和音連結は、すぐ後にもう一度繰り

返されて、「すこし震えるun peu tremblante」乙女のとまどいを印象づける。

しかしここで、第1段落後半でみられたようなリディア音階とロ長調音階と

の交替を思い出すなら、第2段落において作者の筆遣いがそれを延長した、と

解釈するほうが妥当なのかもしれない。つまり、リディア上のⅠⅠⅠⅠⅠ和音がロ

長調上のⅠⅤ和音に接続される、という書法である。

〔譜例33］

第8／j、節の実際の響き
（調性的分析）

通常の和声進行 第8小節の実際の響き

（旋鮭性を含めた分析）

∧ 速 度． h h k 泌避一
†Il肘tl】l瀞 ▲l転

転 h ふ 遵＿ h h k

亀）
巳：

甲
骨－1【

ll

（Yt7 Yl暮

噂l

Fね二

Ylr Ⅴ l

甲 骨‾1【

H：一弘il】1Y
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第3段落は、リディア上の駆け上がり音型がきわだっている部分である。歌

唱部がはじまる直前で冒頭と同じくロ音（H）からの上昇がみられるだけでなく

（第12小節）、中盤にさしかかった時に、変二音（Des）からの上昇が二度行わ

れる（第15、16小節）。その後、歌唱部が半音ずつ上昇するのを契機に、嬰ヘ

長調（Fisdur）に終止する。

［譜例34］

第12小節

砂

第15～16′j、節

一方、この曲の総括部分である第4段落では、嬰ヘ長調（Fis dur）からト長

調（G dur）への転調の後、ホ音（E）上の減七和音を響かせながら低音部が徐々

に下降し、冒頭にみられたリディア音階内のプラガル終止ヰによって、曲が締

めくくられる。

＊

modeplagal変格旋法。フィナリス（終止音）の上1オクターブをアンピトゥス

とするものを 〈正格旋法〉という。〈変格旋法〉 とはフィナリスの下4度から上

5度までをアンビトウスとする旋法。

・第2曲 〈髪〉エαα紺ggα柁

且題 £冶e舶

Ilm－adit：’’Cettenuit，j’air如さ．Jもvaistachevelure

autourdemoncou．Jもvaistescheveuxcomme

unco11iernoirautourdemanuqueetsurmapoltrine．

－Telescaressais；etC一色taientlesmiens；etnOuSetions

liさspourto叫OurSainsl，parlamemechevelure，

1abouchesurlabouche，ainslquedeuxlauriers

n’ontsouventqu七neracine．

’’Etpeuえpeu，ilm▼asembl色，tantnOSmembres故aient

COnbnd11S，quejedevenaistoトmemeouquetuentrais

enmoicommemonsonge∴

poltrine B

CareSSalS」etABCD

Chevelure ABC‡）

toi－memeL わ
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Quandileutachevさ，ilmitdoucementsesmains
…ileutachevさ－ABC …aChevさ⊥二D

SurmeSepaules，etilmeregardad’unregardsi

tendre，quejebaissailesyeux抑eCun払sson，

戯d．p．33

［訳］髪

彼は言った、「夕べ、夢を見た。君の髪が僕の首の回りに巻き付いていた。

さながら黒い首飾りのように頸や胸に巻いていた」

「それを撫でていると、それは僕の髪だった。こうして二人は永遠に結ばれ

ていたのだ。同じ髪で、口と口を重ね、さながら2本の月桂樹が時として一本

の根から生えているように」

「それからだんだんと、二人の手足が一つになり、僕は君自身に、あるいは

君は僕の夢のように僕の体の中に入ってきているかのようだった」

話し終えると、彼はわたしの肩にそっと手をかけ、それからとても優しい眼

差しで、わたしを見るので、ふるえて、目を伏せてしまった。

poltrine ‥ 血は6／4拍子上、2分音符（ナチュラル付のハ音）3拍、－ne

は4分音符（同音）におかれている。それに4分休符を介しでJeles caressais…

以下がはじまるので、音楽上、前のプラ…ズは終わったとみなし、ピリオドを

省略している。これは他にもよくある例である。ここではBのみに見られる。

caressalSェet ‥ 8分普符上にあり－ブレスなしで歌い続けるが、前の子音

とリエゾンしない為にコンマが付いている。

chevelure
＿relabotlCbesurlaは16分音符で、1aとsurlaの16分音

符の上には強調するために－が付いている。parlam仝me…Surlaboucheまで一

気に歌うところで、イeと1eの流音が曖昧に聞こえないように気を付けるよう

にという指示である。

toトm仝me」：つぎのouとリエゾンしないことを指示する役割を果たし

ているが、ilmtasembほ、あるいはつぎのtantnosmembresからouquetu…以

下までブレスしないで歌えるわけではないので、わざわざ付ける必要もない。‡）

にのみ見られる例である。

ileutachevさ ：Quandileutache－はヘ音（鮎）、－Veは変ヘ音（fes）

の4分音符と8分音符がタイ上にある。それに8分休符と4分休符が続く。コ

ンマを除去し、タイの部分に－を当てている。玉）のみ土ンマと－と両方付い
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冒頭のピアノ部分のたゆたうような音型は、上声が「静止 静止 半音上昇」

の動きを2度繰り返すあいだ、中声と下声は、半音ずつの順次下行をつづけて

いる。仮に3声部に分けて記譜すると［譜例36］のようになる。音の響きの「縦」

の関係においてとらえるのがいわゆる和声的書法であるとするなら、「横」の

関係を追求した何処までも線的な書法である。したがって、この音型は、いか

なる旋法法にも属さないままに 〈髪〉を見事に描写したものといえよう。

［譜例35］

〈髪〉の動機
Aふβ色名18払t

n mIR dit：

タr′む～坤′甘∫吋

［譜例36］

／海・遠野，l、

第1段落前半では、変ハ長調（Ces dur）の属七和音と変イ長調（As dur）の属

九和音の交替が繰り返された後、ハ長調（C dur）の属九和音に全終止する。こ

うした遠隔調をふくみ、調的にきわめて波瀾の大きな前半と対照的に、第1段

落後半は、冒頭と同じく線的な動きによるモチーフで、変ロ短調（b
moll）のド

ッペルドミナントで半終止する。

第2段落は、歌唱部にみられる、全音音階的な順次進行の試みが印象的だが、

これも前半のみにとどまり、後半は、変ロ長調（B dur）で、ドッペルドミナン
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トの九度和音と属七和音が交替する。

［譜例37］

乳ノ ⑳
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第3段落も、歌詞が各段落の前半と後半に、それぞれ和声的な書法と線的な

書法がふりわけられているが、冒頭の 〈髪〉の動機が再度あらわれるのを契機

として第4段落に進と、線的書法が優勢を占めるようになる。すなわち、第22、

23小節と同じ3声部の線をゆっくりと描き、

太い一本の線を描く。

［図形1］

加瀬A
As

寛恕く三ごE（Fes’
Des

Ges

第24小節では6昔の平行和音が

・第3曲
〈泉の精ナイアースの墓〉 エβ乃∽∂βα㍑dぉAな会お滋ざ

£e才b∫ガムe∂打l盤滑飽由（おβ

LelongduboiscouvertdeglVre，jemarChais；

mes cbeveuxdevantmaboucbese凸eurissaient

depetitsgla§OnS，etmeS Sandales eta主印t

lourdesdenelge払ngeuseettassee．

gla与OnS＿ C

Ilmedit：”Quecbercbes－tu？－Jesuislatrace…－tuりesuislatraceB
…－tu？…Te…D

dusatyre．Sespetitspas女）urChusaltement
…Satyre．ニSes‥

C

commedestrousdansunmanteaublanc．’－ blanc C

Ilmedit：－’Lessatyressont印Or亡S．
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’－Lessatyresetlesnympbesaussi．DepulStrenteanS

ilntapasねitunbiveraussite汀ible．Latracequetu

VOisestcelled’unbouc．MaisrestonsICl，0むestleur

tombeau．－－

Les satyres ABC

bouc．－AB

tombeau．A

Etaveclekrdesaboueilcassalaglacedelasource

O由jadisriaientdesna‡ades．Ilprenaitdegrandsmorceaux
たoids，etlessoulevantverslecielpak，ilregardaitautravers．

乃才d．p．47

［訳］泉の精 ナイアースの墓

霧氷に覆われた森に沿ってわたしは歩いていた。 口の前に垂れた髪には小

さな氷片の花が咲いていた。サンダルには泥だらけの雪がついて重かった。

彼はわたしに訊ねた、「何を探しているの？」…「サテユロスネの足跡を追っ

ているの。彼の二股の小さな足跡は まるで白い外套に包まれた穴のように交

互についているの」彼は言った、「サテユロスは死んでしまったよ」

「サテユロスもニンフも。この30年間にこんなに厳しい冬はなかった。君

が見ている足跡は雄山羊の足跡だよ。でも、ここにいよう。彼らの墓があるか

ら」

それから刃幅の広い鍬の刃でナイアースたちがその昔笑っていた泉の氷を割

った。冷たい大きな氷塊を取って、蒼白い空にかざして、透かして見ていた。

増：半人半獣の森の神。

原詩との相違点を検討する。

glaGOnS＿et：gla§Onとetは8分音符の変口普（b）であるが、旋律的にも

息の長さからのgla∈Onで切るしかないので、コンマがなくても、息継ぎをす

る箇所である。

…－tuりesuislatraceB …－tu？コe…わ：Bでは彼の問いに対して、ヒリテ
ィスの答えの部分としての ぐ 〉ないし 〈－〉 が除去されている。Dは双方

に ぐ 〉が付いている形である。しかし、問答であることは意味上から充分想

像が付く。

…Satyre．ニSes…manteau
blanc．

：Cのは句読点だとSes以下は地の文

のように思われる。Cは誤りである。
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Les satyres… tOmbeau． Aのみ始めと終わりに ぐ〉付いてい

ないが、前の段落のIlmedit：l－Lessatyres…から続きであることは分かる。

bouc．二：bouc．には変口音（b）の4分音符と8分音符のタイで結ばれてい

る。このタイの間を線で結んでいる。

この曲についてヤロチニスキは、「ジャワのガムランを連想させるフレスコ

画の和声」5 と評している。音楽の理論的発話において「ジャワのガムラン」

という場合、その意味するところは様々で、ジャワのガムランの最大の特徴で

あるコロトミー構造ヰなどは実現されていないが、たとえば二つの内声で、嬰

ヘ音と嬰ホ音（鮎－eis）が半分の長さで模倣されているところに（［譜例38］の

楕円で示した部分）は大小のボナン（BonangbarungとBonangpanerus）中書の呼び

かけあいを想起させなくもないし、基調になる2音が嬰ト音（由s）から嬰ヘ音

（鮎）へと向かう下行旋律になっているのに対して、上声がこの2書から出発し

て反対の上行線を細かく動きまわる様子はガンバン（Gambang）書…を、また、フ

レーズの終盤におかれた低音の響きはゴング（Gong）を思わせる。6

［譜例38］

当；コロトミけ構造Structure colotomique：文章で〈。〉 〈、〉があるようにガムランではす

つきりとした規則的な間隔（16拍目や12，10，8，6拍目等）でゴング短が普を出して音楽的

時間の経過を示す音楽構造の時間的区分に関する用語。形式上の区分、下位区分、フレ小

’ヤロテニスキ『ドビュッシーー印象主義と象徴主義』平島正郎訳、p．214
ミ

とはいえ、「ガムラン」の基本的語法と西洋音楽の基本的語法とはまったく異なるものである

以上、充分な相似関係をみいだすにはいたらない。大小のボナンの前後関係は反対になっている

し、ガンバンの動きはもっと自在なものであるし、ゴングは8拍目におかれるのである。



180 金 原 礼 子・栗 原 詩 子

ズ、動機などの終わりの部分に相当するところを特定の音響方法で明示する方法。（音楽

之友社『標準新訂音楽辞典』参照。）

＊＊ ガムラン普楽はゴング類、鍵盤打楽器類、その他（太鼓・笛・弦楽器など）が使われ

るが、二つのボナンはジャワのガムランで使われるゴング・チャイムのことである。

＊＊＊ガンバンとは、上記種類の楽器の「その他」に属する打楽器。

むすび

ドビュッシ｝は象徴派詩人の作品を初期作品から作曲している。すでに見て

きたとおり、ブルジェ、ヴェルレ｝ヌであるが、マラルメS縫phane Mallar甲さ

（1842－1898）の詩にも作曲している。〈出現〉4抄αわわ0乃（1882－84）である。しか

し、それ以後、晩年に至までマラルメの詩には作曲することはなかった。1913

年にはじめてマラルメの『詩集』jわゐ才β5が出版されたとき、《マラルメの三つ

の詩》γ和才5劫∂桝gざdβ5坤ゐα乃β肋肋乃乃♂を作曲した。以下の3曲である。

（1）ためノ監5βゅか（2）徒な願い飽cβりおぉgg（3）扇血β乃ね才g

なお、同じ1913年にラヴェルMauriceRavel（1875－1937）も《マラルメの詩）

耶℃才5劫～椚β5dβS均）ゐα乃g肋ggα珊g》を作曲した。以下の3曲である。

（1）ため息50妙才γ（2）徒な願い飽cg才力肋（3）はかないガラス瓶の漉から

仙跳びに躍り出て5㍑プ勿dβねc和妙βg才血∂0乃d…
このように最初の2曲は同じ詩によるのであるが、3曲目がそれぞれマラル

メの後期の詩に作曲している。なお、ラヴェルをまドビュッシ叫と同様、若い頃、

ほぼ同様の年令である、21歳の時に 〈聖女〉ぶα才邦おを作曲している。

また、ドビュッシーはすでに触れたように、マラルメの『半獣神の午後』か

ら想を得て《牧神の午後への前奏曲》を作曲している。しかし、管弦楽曲作曲

にすぐれ、多くの他の作曲家の作品を管弦楽編成にしているラヴェルには他に

マラルメの作品に想を得た作品は見あたらない。マラルメの詩に対しての二人

の作曲家の比較など、続いて研究を進めて行きたい。
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ReikoKIMPARAandUtakoKURIHARA，ββわ㍑S砂αプ了d肋β砂椚あogゐ～劫βね（2）

】PaulVerlaine（continued）andPierreLo吋S－

We払und a diぽerent songcomposlngattitudebetween Faure and
Debussyln

ourlaststudy（No．61），かβわ紺ざ砂α乃d肋g勒∽わog才ざ£劫βね（1），Wbentbeycomposed

SOngS
based upon poems wdtten by Ⅵ7ellknown poetslike Baudelaire and

Verlaine．

Faurさmod泊edtheonglnalpoemeveniftbetextbadbeenwrittenbyaねmous

poet，tO make a match払rhis music．Therefore，SOmetimes，Faur芭minedthe

value oftbe orlglnaltext．But
Debussy always respectedthe text；he did not
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Cbange tbe text evenifitwere not suitぬ1e forhis melody・He sought good

ideasandtheinsplration払rhismusicuslnghisownsenseofmusicwhicbwas

ぬrbiddeninMozart－stime，thatis，beviolatedtbetraditional血1nCtionalharmony，

Inordertoproduce thebestmusic良）rthepoems，heusedthediatonicscale，

Ⅶagner事scbromaticism，etC．，hetooktbepbrasesoutoftonality．AIso，heused

tbecburcbmodes，払1kmusIC，andeventbegamelan．

On tbe other hand，Debussy，in his matunty，Chose only the poeticaltexts

Wbichhada highlevelofliteraryvalue．He badnevertriedto compose songs

based uponⅥrOrk of the minor poets．By contrast，Faur卓composed many

beautifulsongsbaseduponminorpoets’texts．

In tbis paper，We bave considered Debussy－s song composition uslng the

ValuablepoeticworkofVerlaineandPie汀edeLol坤S．At鮎st，Weanalysedthe

rhymes，aSSOnanCeS，alliterations，and also the di鮎rences of punctuation use，

betw■een tbe onglnaltexts and the songs．A氏er tbat，We analysed tbe use of

motifsandothermusicologicalpolntS．Debussy’ssongswhichweanalysedareas

わ110WS：

［垂亘亘重義］：

・7わ才ざ淵わd才β5（1891）：（1）Lamerestplusbelle（2）Lesonducors－a仇ige

VerSlesbois（3）L一色chelonnementdeshaies （Accordingto－一句酢ぶSβⅠⅠⅠり

・邦おざ卯わ乃ね5Ⅰ（1892）：（1）En sourdine （2）Fantoches （3）clairde

lune

・邦ねs卯お乃おざⅠⅠ（1904）：（1）LesIng血us （2）LeFaune （3）Colloque

Sentimental

Pierre

・αα邦gO乃5滋戯g才ぬ（1897）：（1）LaFlate de Pan（2）La Chevelure（3）Le

TombeaudesNaねdes

On the next occasion，We Willbase our study on’’乃0ゐ劫∂椚βS滋5埠ゐα乃g

肋g由仰g’’．AIso，We Willstudy Debussy事s songs based upon the medievaland

Classicalpoet叩OfCbarlesd事Orlぬns，Fran§OisVillon，andTdstanL！Hemite．




